
鳥取県のグルメ、観光、文化など
旬の情報をお届けします。とっとり通信

 2023 年   春号

■ 登らなくても姿を拝める
　 国宝「三徳山投入堂」遙拝所

■マグロのせりが間近で見られる
　「境漁港見学ツアー」受付中　

広報連絡協議会のWEBサイト内「読み物 room」
では、オリジナルエッセイを連載中。絶品カレ
ーからきのこ、ブックレビューまで多彩に展開。
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◆境漁港見学ツアー◆
料金：ひとり 300 円（高校生以下無料）
時間：①７時～（７･8 月は除く）　②10 時～
期間：通年（土曜・日曜・祝日・お盆・年末年始は休み）
予約：希望日の２日前まで。先着順、2名から受付
問合：（一社）境港水産振興協会　
電話：0859-44-6668　HP：https://sakaiminato-suisan.jp/

◆境港おさかなパーク◆
住所：境港市昭和町 9-7（鳥取県営境港水産物地方卸売市場）
開館時間：５時～ 17 時
問合：鳥取県境港水産事務所　電話：0859-42-3167

パーク内の「かにテラス」。行
き交う船を眺められる好立地

※見学ツアー後に、アジやイワシをさばく教室も実施中。
　さばいた魚は持ち帰れる（調理はなし）。料金はツアー
　代＋魚代（応相談）。希望日の７日前まで４名から受付。

　三朝町三仏寺の国宝「投入堂」（三仏寺奥院）を、
山に登らずに拝める遙拝所が新しく完成した。以
前からある遙拝所は、山の木々が邪魔をして投入
堂を見ることができなくなっていた。
　投入堂は三徳山の断崖絶壁に建ち、参拝には険
しい山道を登らなければならないが、ここからは
無料の望遠鏡を使い、手軽にその姿を見られる。

　
　
　境港水産振興協会は、「おさかなガイド」の案内
で、普段は入ることができないエリアを回り、漁
港や魚の知識を深められるツアーを行っている。
年間を通じて実施しているが、おすすめは 6月～
7月。最高級の生クロマグロ（本マグロ）が水揚
げされるので、迫力ある市場の様子が間近で見学
できる。
　コースは、まずその日に漁があれば水揚げやせ
りの様子を見学する。次に施設（市場）を回りな
がら、その特徴や取り組みの説明を受け、最後に
境港の水産業や漁法についてDVDを視聴する、
約50分間の体験だ。季節により魚種が変わるので、
何度も楽しめると人気になっている。
　また施設（市場）の 2階は、誰でも自由に利用
できる「境港おさかなパーク」として開放されて
おり、朝５時から入れるので運がよければ作業の
様子が見られるかも。
　ほかにも、付近に生息
する魚やカニの水槽や漁
具の展示、魚のおいしい
食べ方の映像紹介など、
楽しくてためになる仕掛
けも満載だ。
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住所：東伯郡三朝町三徳
　　　※県道 21 号線沿いの海老谷橋を渡りすぐ

⤵
望遠鏡で見ると
こんなにはっきり！


